
• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

峯園冬の郷土発酵食「こ
｀
と」づ く リスタ ー ト

十和田市切田地区で郷土発酵食 「ごど」作りが始まりました。冬場の

保存食として作られ、 「かだぁ～れ」などではリピー タ ーが増加中。塩味

と酸味が複雑に絡み合い、大豆のまろやかさや麹のうま味がクセにな

ると近年再注目されています。

山田浩代さんは1 0年前に母のトシさ

んから味を引き継ぎました。地元産にこ

だわり、大豆は自家栽培で麹も手づくり

しています。夫の利昭さんも香ばしさを

加えるため、豆を煎って煮る作業をサ

ポ ー ト。山田さんご夫婦は 「手間がかかる

が、待ってくれている人がいる限り作り

続けたい。若い人にも食べて親しんでほ

しい」と笑顔で作業に励んでいます。

ファ ーマーズ ・ マーケット「かだぁ ～れ」で販売中！

冬季限定(4月上旬まで）塩味•しょうゆ味 各340円(lパック＝150g)

1名＂温寄ら『賞く受人賞
生』

毎日新聞社が企画する 「 第51回毎日農業記録

賞」で十和田市の山端一雄さんが優秀賞を受賞し

ました。同大会は、農業や食に関する思いや体験

記録などを記し評価されます。今回の応募総数は

1136編。山端さんは『農活でわくわく人生』と題し

て、就農までの歩みやポテトス ー プの開発•発売

などの体験をまとめました。

賞状を受け取った山端さんは 「保育園児の農業

体験や障がい者の就労継続支援など、地域の方に

喜ばれる取り組みを今後も続けていきたい」と決

意を新たにしていました。
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を顔笑こ手を状賞▲

▲「こど」づくりに励む浩代さん

'訃冒温岱白古占ポ ー ト発表

青森市の農協会館で、次世代リー ダ ー 養成研修

会のレポ ー ト発表会が行われ、総務部企画広報課

の縄田尚伸係長が優秀賞(2位）を受賞しました。

同会は研修で得た知識を基に、自らのJ Aにおけ

る課題解決の具体化、J A改革にかかる考えを発

表し、J Aの次世代リー ダ ーを育成することを目

的としています。

縄田係長は『見えるつながる産地へ』と題し、実

需者と農畜産物の適切な価格形成を図り、農家組

合員の所得向上と産地の持続的発展を目指す考

察を発表しました。
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News 
地域の話題を紹介します

玄園雌牛の部白山さん去勢牛の部農工園にチャンピオン賞

Phote

当J Aと十和田市黒毛和種改良組合は、十和田市の三本

木畜産農協で子牛管理品評会を開きました。審査の結果、

雌牛の部は白山雄治郎さん出品の 「はらみ」、去勢牛の部は

農工園出品の 「満天」がチャンピオン賞に輝きました。

この日は、市内の繁殖農家1 5戸が育てた月齢1 2カ月

未満の雌牛1 9頭、去勢牛1 7頭が出品しました。

白山さんは 「今までの努力が実り、結果につながったの

だととてもうれしく思う。若手生産者の受賞が増えている

ので、切磋琢磨していきたい」と笑顔を見せていました。

その他受賞者は以下のとおり。

◇優秀1席t>雌牛の部＝農工園

t>去勢牛の部＝畑山廣志

◇優秀賞t>雌牛の部＝小笠原通則栄、今泉成一、畑山廣志

下久保勇樹、豊川孝将

t>去勢牛の部＝久保英美、前川原弘文 一敬称

因国ナガイモ選別しっかI)と

J A管内5カ所で選果作業員を対象とした秋

掘りナガイモの目ぞろえ会を開きました。十和田

やさいセンタ ー では2 0人が参加。J A全農あお

もりやさい部の澤田勇生さんが作柄傾向や選別

時の注意点、規格の変更点などを説明し、選果基

準の統一を図りました。

作業員は 「天候不順で毎年芋の形状が変わると

箱詰め作業がとても大変」と不安を吐露するも
「 産地イメ ー ジの維持・向上のためにも選別作業

をしっかり見極めて行いたい」とやる気を奮い立

たせていました。

▲雌牛の部チャンピオンの「はらみ」と白山さん

▲去勢牛の部チャンピオンの「満天」と農工園の皆さん

亥眉l 農福遍携の輔拡充ヘ

農業と福祉の輪を広げるモデル事業 「チャレン

ジ農福」に力を入れる青森県は、十和田市の甲田

ファ ー 夢で農家や福祉事業者らを対象とした現

地検討会を開きました。参加者3 0人は、施設利

用者がゴボウの袋詰めをする様子や就労支援の

種類、取り組みの手順などについて意見を交わし

ました。

受け入れ経験のある農家は 「利用者は素直で真

面目 で丁寧なので今後も 一 緒に働きたい。しか

し、取り組みを広めるためには、設備投資資金な

ど農家への支援も必要だ」と話しています。

▲優秀賞を受賞した縄田係長（左） ▲ナガイモの規格を確認する作業員
11 

▲利用者がゴボウの袋詰めをする様子を

見

学する
農家や福祉事業関係者
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